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先
日
、
テ
レ
ビ

で
世
界
一
貧
し
い

大
統
領
と
呼
ば
れ

た
ウ
ル
グ
ア
イ
の

ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
元

大
統
領
が
こ
ん
な

こ
と
を
言
っ
て
い

ま
し
た
。「
自
分
に
と
っ
て
、時
間
と

は
人
生
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
」。
人
生
に
つ
い
て
考
え
た

時
、
仕
事
、
家
族
、
趣
味
な
ど
、
人

生
の
楽
し
み
を
享
受
す
る
の
に
必
要

な
時
間
を
、
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の

人
が
充
分
に
確
保
で
き
て
い
る
の
か
。

こ
れ
は
「
日
本
死
ね
！
」
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
、
今
日
の
日
本
に
お
け

る
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
も
関
係

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

家
庭
を
築
き
、
子
ど
も
に
恵
ま
れ

た
時
、
家
庭
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

一
生
懸
命
働
く
一
方
で
、
家
族
や
我

が
子
と
の
時
間
を
ど
れ
だ
け
確
保
で

き
て
い
る
の
か
を
考
え
れ
ば
、
保
育

園
を
増
園
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、

子
ど
も
と
過
ご
す
親
子
の
時
間
を
つ

く
り
だ
す
社
会
で
な
け
れ
ば
、
仕
事

と
子
育
て
の
両
端
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
人
生
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
、
子
育
て
を

す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
社

会
づ
く
り
が
今
の
日
本
に
は
求
め
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

 

（
編
集
委
員
Ｙ
・
Ｋ
）

（平成28年４月１日現在）※権限移譲済み施設数は、内数にて（　）内に記載

　
保
育
部
会
で
は
、「
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
」
へ
の
円
滑
な
移
行
を
進
め
る
た

め
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
取
得
特
例
講
座

を
平
成
28
年
６
月
19
日
（
日
）
か
ら
相
愛

大
学
で
開
講
し
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
法
の
改
正
に
よ
り
、
そ

の
職
員
で
あ
る
「
保
育
教
諭
」
は
「
幼
稚

園
教
諭
免
許
状
」
と
「
保
育
士
資
格
」
の

両
方
の
免
許
・
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
経
過
措
置
と
し

て
改
正
法
施
行
後
５
年
間
（
平
成
32
年
３

月
ま
で
）
は
、「
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
」
と

「
保
育
士
資
格
」
の
い
ず
れ
か
の
免
許
・
資

格
を
有
し
て
い
れ
ば
「
保
育
教
諭
」
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
取
得
を
容

易
に
す
る
た
め
、
保
育
士
と
し
て
３
年
か

つ
、４
，３
２
０
時
間
以
上
の
実
務
経
験
が

あ
る
方
を
対
象
と
し
て
免
許
の
取
得
に
必

要
な
単
位
数
（
短
大
卒
で
39
単
位
・
大

卒
で
59
単
位
）
か
ら
８
単
位
へ
大
幅
に

軽
減
す
る
等
の
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　
本
講
座
は
相
愛
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト

講
座
と
し
て
、
ア
ク
セ
ス
の
良
い
大
阪

市
内
を
会
場
に
開
講
し
ま
す
。

１ 

　
現
職
の
保
育
士
も
受
講
し
易
い
よ

う
に
、
週
末
の
土
・
日
曜
日
を
活
用

し
た
集
中
講
座

２ 

　
地
域
貢
献
支
援
員
（
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
）
養
成
研
修
修
了
者
は
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
部
を
免
除

３ 

　
会
員
施
設
保
育
士
は
一
般
の
方
に

比
べ
安
価
な
価
格
で
設
定

　
今
後
、
幼
稚
園
教
諭
更
新
講
習
の
開

講
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
習
は

幼
稚
園
教
諭
免
許
状
の
更
新
期
間
が
あ

る
10
年
を
迎
え
る
保
育
士
に
受
講
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
更
新

し
て
免
許
状
の
有
効
性
を
維

持
す
る
に
は
、
30
時
間
以
上

の
免
許
状
更
新
講
習
を
受

講
・
修
了
す
る
必
要
が
あ
り
、

府
社
協
で
は
改
正
後
の
「
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」

の
継
続
的
な
運
営
も
支
援
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

（
事
務
局
）

公　立 私　立
合　計府所管

市町村
政令市・
中核市

府所管
市町村

政令市・
中核市

幼保連携型 ５ 27 148（５） 151 331

幼稚園型 １ １ 13（１） 24（12） 39

保育所型 １ ０ ０ ５（２） ６

合　計 ７ 28 161 180 376

　幼保連携型認定こども園の認可等権限は、大阪府と政令
市・中核市が所管しておりましたが、平成28年４月より、
池田市、箕面市及び松原市に権限が移譲されました。
　併せて、その他の類型の認定こども園の認定等権限も、
大阪市、池田市、箕面市及び松原市に権限が移譲されまし
た（堺市は10月の権限移譲を予定）。
　今後とも、市町村と連携を図り、認定こども園への移行
支援と、適切な指導・助言等に努めてまいります。

新制度移行２年目
府内の認定こども園数 376園に

幼
稚
園
教
諭
免
許
状

 

取
得
特
例
講
座
を
開
講
!!

　多くの皆様の
支えと子どもたちの元気な姿
や笑顔に出会えることが励み
となり、長く保育の仕事に携わ
ることができました。
　そのことが今回の受章につ
ながり、大変名誉なことと感
謝しています。

倉治保育園
森田 英津子

瑞宝単光章

● 春の叙勲 ●
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平
成
27
年
度
、
１
８
１
人
が

育
児
相
談
員
認
定
書
の
交
付
を

受
け
、累
計
２
，１
６
８
人
（
健

康
福
祉
部
長
認
定
１
，
０
６
９

人
、
府
社
協
会
長
認
定
１
，
０

９
９
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
年
度
に
は
１
９
０

人
が
地
域
貢
献
支
援
員
（
ス
マ

イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）
の
認
定
を

受
け
、
累
計
１
，
７
５
６
人
と

な
り
ま
し
た
。

　
育
児
相
談
員
、
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
の
活
動
の
把
握
を
目

的
に
「
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も

園
に
お
け
る
地
域
貢
献
事
業
平

成
27
年
度
取
組
実
績
調
査
」
を

２
回
（
11
・
４
月
）
実
施
。

　「
相
談
事
由
」
の
う
ち
保
育
・

子
育
て
以
外
の
内
容
で
平
成
26

年
度
と
比
べ
、
精
神
障
が
い
・

Ｄ
Ｖ
・
虐
待
に
関
す
る
相
談
の

著
し
い
増
加
が
見
受
け
ら
れ
、

特
に
虐
待
に
関
し
て
約
２
倍
も

の
増
加
と
い
う
調
査
結
果
に
。

主
な
理
由
と
し
て
「
子
ど
も
が

言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
た
め
、

ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず

手
を
出
し
て
し
ま
っ
た
」「
育
児

疲
れ
か
ら
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
手

を
上
げ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う

子
育
て
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
意
見
と
し
て
、
離

婚
、
夫
婦
関
係
、
人
間
関
係
に

関
す
る
相
談
が
多
数
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
一
方
、
就
労
・
失

業
に
関
す
る
相
談
件
数
は
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
発
達
障
が
い
に
関

す
る
相
談
が
多
く
、
２
歳
児
程

の
幼
児
の
言
葉
が
出
に
く
い
等

で
発
達
障
が
い
で
は
な
い
か
と

疑
わ
れ
る
保
護
者
の
方
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
相
談
内
容
が
多
様
化
す
る
に

つ
れ
、
問
題
解
決
に
あ
た
り
公

共
機
関
だ
け
で
な
く
、
本
会
が

推
進
す
る
大
阪
し
あ
わ
せ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
、
施
設
連
絡
会
な

ど
地
域
資
源
を
活
用
し
、
多
種

別
施
設
と
の
連
携
が
い
っ
そ
う

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
保
育
施
設
で
起

こ
っ
た
問
題
で
も
、
そ
の
問
題

の
原
因
に
つ
い
て
多
種
別
施
設

と
の
連
携
に
よ
り
解
決
に
あ
た

る
、
と
い
っ
た
重
層
的
な
支
援

が
展
開
で
き
ま
す
。

　
調
査
結
果
で
は
ま
だ
ま
だ
件

数
は
少
な
い
も
の
の
、
多
種
別

施
設
と
の
連
携
が
機
能
し
、
進

ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。 

（
事
務
局
）

保育園・認定こども園における地域貢献事業

取り組み実績調査報告平成27年度

　
３
月
18
、
22
、
29
日
の
３
日

間
、
大
阪
社
会
福
祉
指
導
セ
ン

タ
ー
で
５
４
６
人
の
新
任
職
員

が
参
加
。
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
増
田
知
乃
氏
、
神
戸

松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授
の
寺

見
陽
子
氏
、
神
戸
親
和
女
子
大

学
教
授
の
戸
江
茂
博
氏
、
大
阪

人
間
科
学
大
学
教
授
の
柏
原
栄

子
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
「
保
育

者
に
求
め
ら
れ
る
マ
ナ
ー
の
実

践
」「
保
育
の
現
状
と
課
題
」「
専

門
職
と
し
て
の
保
育
者
に
む
け

て
」の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
講
義
を

受
け
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
現
在
、

子
ど
も
の
保
育
だ
け
で
は
な
く

保
護
者
支
援
や
地
域
の
子
育
て

家
庭
へ
の
支
援
の
重
要
性
な
ど

の
話
が
あ
り
、
受
講
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
信
頼
さ
れ
る
保
育
士

に
な
る
た
め
に
社
会
人
と
し
て

の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
自
己

研
磨
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
。

「
子
ど
も
や
保
護
者
と
と
も
に

成
長
し
つ
づ
け
る
保
育
者
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
（
事
務
局
）

平
成
28
年
度 

新
任
職
員
対
象

新
任
職
員
研
修
を

開
催

保育・子育て以外の相談内容

連携をとった関係機関

行政（保育・児童担当）

行政（生活保護担当）

行政（その他）

学校

警察

病院

嘱託医

保健所・保健センター

子ども家庭センター（児童相談所）

社会福祉施設

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

大阪しあわせネットワークCSW

いきいきネットCSW

大阪府社協社会貢献支援員

その他
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元気いっぱい遊べる子

楽しい保育環境ですこやかに育みたい

京
阪
香
里
園
駅
か
ら
徒
歩

で
15
分
ほ
ど
住
宅
街
の

中
を
歩
く
と
、
タ
イ
ル
を
基
調

と
し
た
寝
屋
川
め
ぐ
み
保
育
園

が
見
え
て
き
ま
す
。
昭
和
50
年

に
定
員
60
人
で
開
園
。
平
成
16

年
に
新
築
移
転
で
今
の
園
舎
に

な
り
、
現
在
で
は
寝
屋
川
市
の

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
定
員

を
１
０
０
人
に
増
員
さ
れ
保
育

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
四
方
に
住
宅
が
あ
る
環
境
で

す
が
「
子
ど
も
た
ち
に
外
で
遊

べ
る
環
境
を
！
」
と
い
う
亀
井

信
昭
理
事
長
の
強
い
想
い
か

ら
、
私
財
を
投
じ
て
園
庭
を
確

保
さ
れ
、
そ
の
園
庭
で
子
ど
も

た
ち
が
の
び
の
び
と
遊
ん
で
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
公
園
や
畑
も

保
育
環
境
の
一
つ
と
捉
え
、
散

歩
で
は
季
節
の
花
や
旬
の
野

菜
、
地
域
の
方
と
の
出
会
い
な

ど
、
地
域
の
資
源
を
保
育
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
プ
ラ
ン

タ
ー
菜
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
種
を
蒔
き
、
発
芽
〜
収
穫
の

過
程
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
そ
の
日
に
給
食
の
一

品
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
給
食

室
と
の
連
携
の
良
さ
も
感
じ
ま

し
た
。

　
絵
本
や
わ
ら
べ
歌
を
全
ク
ラ

ス
で
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
ホ
ッ
と
す
る
・
気
も
ち
が
温

か
く
な
る
な
ど
の
心
地
よ
さ
は

心
を
育
て
る
上
で
創
造
力
や
聞

く
力
、
話
す
力
な
ど
を
育
む
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
基
本
理
念
は
「
共
に
生
き
・

共
に
育
ち
あ
い
・
尊
重
す
る
心

を
育
む
」
を
掲
げ
ら
れ
、
互
い

に
違
い
を
認
め
、
共
に
育
ち
合

う
こ
と
、
人
を
信
頼
し
尊
重
す

る
こ
と
が
「
人
」
と
し
て
生
き

る
力
の
根
源
で
あ
る
と
い
う
考

え
の
も
と
、
①
元
気
い
っ
ぱ
い

遊
べ
る
子
②
み
ん
な
を
大
切
に

で
き
る
子
を
保
育
目
標
に
、
一

人
ひ
と
り
の
成
長
の
過
程
を
大

切
に
し
た
保
育
や
子
ど
も
の
育

ち
に
、
職
員
集
団
と
し
て
関

わ
っ
て
い
く
保
育
を
日
々
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
楽
し
い
保
育
環
境
の
中
、
子

ど
も
た
ち
が
小
さ
な
一
歩
を
積

み
重
ね
、
大
き
な
実
を
結
ぶ
こ

と
を
何
よ
り
も
願
っ
て
お
ら
れ

る
保
育
園
で
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｔ
・
Ｔ
）
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「みんなで」「なかよく」
「すこやかに」育ち合いを
大切に

津
之
江
小
規
模
保
育
園
は

高
槻
市
の
待
機
児
童
解

消
の
た
め
、
平
成
27
年
４
月
に

定
員
９
人
で
開
園
。
連
携
施
設

に
「
認
定
こ
ど
も
園
津
之
江
さ

く
ら
保
育
園
」
が
隣
接
し
て
い

ま
す
。

　
保
育
方
針
や
保
育
内
容
、
本

園
で
の
行
事
や
給
食
も
合
同
で

行
わ
れ
、
み
ん
な
で
一
緒
に
育

ち
合
っ
て
い
ま
す
。
本
園
は
昭

和
55
年
に
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
開
園
。
現
在
は
定
員
90
人
の

認
定
こ
ど
も
園
で
す
。

　「
み
ん
な
で
」「
な
か
よ
く
」

「
す
こ
や
か
に
」を
モ
ッ
ト
ー
に

友
だ
ち
や
大
人
と
の
関
係
の
中

で
生
活
習
慣
の
自
立
と
自
ら
が

や
っ
て
み
よ
う
と
す
る
心
を
育

ん
で
い
ま
す
。
個
々
の
能
力
と

豊
か
な
感
性
を
養
う
た
め
、
０

歳
児
か
ら
生
活
の
中
に
音
楽
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
３
歳
以

上
は
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
や
文
字
の

お
稽
古
、
数
字
に
親
し
み
を
も

つ
た
め
の
時
間
が
あ
り
、
４
歳

か
ら
希
望
者
は
ス
イ
ミ
ン
グ
教

室
に
通
い
、
５
歳
は
テ
ク
ニ

ト
ー
ン
を
習
い
ま
す
。

　
食
育
は
菜
園
活
動
や
ク
ッ
キ

ン
グ
、
栄
養
指
導
な
ど
を
と
お

し
て
命
の
尊
さ
や
食
の
大
切
さ

を
学
び
ま
す
。

　
玄
関
に
あ
る
八
重
桜
が
満
開

の
時
期
に
は
お
花
見
を
、
プ
ー

ル
や
夏
祭
り
、
遠
足
、
運
動
会
、

発
表
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
と
お
し
て
自
分
の
興
味
を

広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
保
育
、
教

育
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
園
内
に
「
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
、

親
子
教
室
や
講
座
を
開
催
。
園

行
事
で
あ
る
移
動
動
物
園
や
芋

掘
り
、
も
ち
つ
き
大
会
に
参
加

す
る
こ
と
も
で
き
、
在
宅
の
親

子
の
支
援
拠
点
と
し
て
地
域
と

連
携
を
し
な
が
ら
活
動
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
と
て
も
人
な

つ
っ
こ
い
笑
顔
と
笑
い
に
つ
つ

ま
れ
た
保
育
園
で
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｍ
・
Ｋ
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高槻市 津
つのえ

之江さくら保育園
（津之江小規模保育園）

幼保連携型認定こども園

寝屋川市 寝
ねやがわ

屋川めぐみ保育園
保育所

保育園外観

動物とのふれあい

屋上のスペースもフル活用！！
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野
菜
の
栽
培
や
収
穫
の
体
験
・

ク
ッ
キ
ン
グ
・
年
長
組
の
五
味

体
験
、
お
味
見
当
番
な
ど
を
経

験
し
、
食
に
興
味
を
も
て
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
子
ど
も
の
「
身

体
」「
心
」「
仲
間
」
を
大
切
に

す
る
こ
と
を
目
標
に
、
職
員
は

毎
日
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

 

（
編
集
委
員
Ｔ
・
Ｙ
）

は
る
み
や
保
育
園
は
東
大

阪
市
の
中
心
部
、
近
く

に
中
央
環
状
線
が
通
り
、
市
役

所
や
図
書
館
が
隣
接
し
て
い
る

地
域
に
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
42
年
東
大
阪
市
立
春
宮

保
育
所
と
し
て
設
立
。
そ
の
後
、

平
成
６
年
に
社
会
福
祉
法
人
公

共
社
会
福
祉
事
業
協
会
が
運
営

を
受
託
。
平
成
18
年
よ
り
東
大

阪
市
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て

運
営
を
受
託
し
、
平
成
26
年
９

月
に
新
園
を
建
設
、
社
会
福
祉

法
人
公
共
社
会
福
祉
事
業
協
会

の
「
は
る
み
や
保
育
園
」
と
名

称
を
変
え
ま
し
た
。

　
保
育
方
針
は
、
各
年
齢
の
発

達
を
ふ
ま
え
、
自
主
性
・
主
体

性
を
大
切
に
伸
び
伸
び
と
育
つ

よ
う
、
養
護
と
教
育
が
一
体
と

な
っ
た
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

門
扉
で
天
使
像
が
子
ど
も

た
ち
を
迎
え
る
ラ
ミ
ー

保
育
園
は
、
藤
井
寺
キ
リ
ス
ト

教
会
の
牧
師
が
幼
児
教
育
を
行

い
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
昭
和

63
年
に
設
立
。
定
員
60
人
と
い

う
少
人
数
を
活
か
し
た
き
め
細

や
か
な
家
庭
的
保
育
に
、
保
護

者
の
方
か
ら
も
「
保
育
園
は
大

き
な
お
う
ち
」
と
好
評
で
す
。

　
玄
関
を
入
る
と
す
ぐ
に
調
理

室
が
あ
り
、
給
食
の
よ
い
香
り

が
広
が
り
ま
す
。
自
園
調
理
を

行
う
給
食
は
子
ど
も
た
ち
に
大

好
評
。
調
理
室
の
大
き
な
窓
か

ら
は
調
理
の
先
生
の
姿
が
よ
く

見
え
、
子
ど
も
た
ち
の
食
に
対

す
る
興
味
が
広
が
り
ま
す
。 

　
地
域
と
連
携
し
た
保
育
の
取

り
組
み
と
し
て
、
救
護
施
設
賀

光
寮
の
職
員
に
指
導
し
て
も
ら

う
陶
芸
教
室
や
、
藤
井
寺
工
科

高
校
の
生
徒
た
ち
が
栽
培
し
た

イ
チ
ゴ
や
さ
つ
ま
い
も
を
収
穫

さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
定
期
的
な

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
の
開
催

な
ど
、
地
域
の
方
々
と
協
力
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
市
役
所
や
消
防
署
な
ど
、

日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

方
々
に
園
児
た
ち
が
お
花
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も
っ
て
行
く
「
花

の
日
訪
問
」
は
、
子
ど
も
た
ち

に
感
謝
の
気
も
ち
の
大
切
さ
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　
毎
日
の「
み
こ
と
ば
と
祈
り
」

や
礼
拝
な
ど
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
社
会
と
協
力
す
る
こ
と
、

感
謝
の
気
も
ち
を
も
つ
こ
と
、

日
々
の
生
活
す
る
姿
勢
そ
の
も

の
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
が
色

濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
園
周
辺
は
、
高
層
な
建
物
も

多
く
あ
る
中
で
す
が
、
公
園
な

ど
に
も
恵
ま
れ
、
緑
の
中
で
自

然
を
感
じ
、
動
植
物
に
ふ
れ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
園
庭
や
遊

戯
室
も
広
く
、
集
団
あ
そ
び
な

ど
身
体
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
あ

そ
び
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
、
生
活
と

あ
そ
び
は
、
何
よ
り
も
大
切
で

す
。
身
体
を
い
っ
ぱ
い
動
か
し
、

大
人
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、「
や

り
た
い
こ
と
」「
や
っ
て
み
た
い

こ
と
」
を
見
つ
け
て
試
み
、
一

瞬
一
瞬
の
発
見
を
大
事
に

「
や
っ
た
ね
！
」
と
、友

だ
ち
と
感
動
を
分
か
ち

あ
い
、
互
い
に
認
め
合

う
集
団
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
食
育
に
つ
い
て
は
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ

た
楽
し
い
食
事
を
提
供
。

　
近
隣
に
簡
易
保
育
施
設
「
こ

ひ
つ
じ
」
の
設
立
や
、
つ
ど
い

の
広
場
「
藤
井
寺
」
に
よ
る
子

育
て
支
援
な
ど
、
待
機
児
童
解

消
の
一
役
を
担
い
、
地
域
の
子

育
て
世
帯
に
寄
り
添
う
心
強
い

味
方
と
し
て
藤
井
寺
に
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。

 

（
編
集
委
員
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・
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藤井寺市 ラミー保育園
保育所

東大阪市 はるみや保育園
保育所

未来を担う子どもたちのために
日々の生活にキリスト教の教えを
取り入れた保育

子どもの「身体」「心」
「仲間」を大切に
のびのびと育てたい

あったか手作り給食と食育体験

元気に外遊び・竹馬・和太鼓に挑戦

天使たちがお出迎え

子どもたちにもよく見える調理室
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保
育
のまど
115

まど

いっぱいの期待と不安を胸に

実
習
開
始

 

掃
除
の
い
ろ
は

本
校
の
学
生
た
ち
も
、
幼
稚

園
・
保
育
所
（
園
）・
施
設
に
実

習
に
参
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、私

た
ち
教
員
も
実
習
巡
回
を
し
ま

す
。
実
習
先
の
担
当
の
先
生
か

ら
お
褒
め
の
お
言
葉
を
い
た
だ

い
た
り
、
お
叱
り
の
お
言
葉
を

い
た
だ
い
た
り
と
教
員
も
ハ
ラ

ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
巡

回
に
出
か
け
ま
す
。

日
頃
、
学
校
で
は
見
ら
れ
な

い
学
生
の
一
面
も
見
ら
れ
、
新

し
い
発
見
が
で
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
と
き
に
は
、
実
習
先

に
卒
業
生
が
職
員
と
し
て
勤
め

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
喜
び
合
う
こ
と
も

あ
り
、
元
気
に
働
い
て
い
る
姿

を
見
る
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

あ
る
時
、園
長
先
生
か
ら「
南

専
の
学
生
さ
ん
は
、
お
掃
除
が

上
手
で
す
ね
」
と
、
褒
め
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「
最
近
の
学
生
さ
ん
は
、お
掃
除

が
で
き
な
い
の
で
す
よ
。
箒
を

モ
ッ
プ
の
よ
う
に
使
い
、
先
を

す
ぐ
ダ
メ
に
し
て
し
ま
い
ま

す
」
と
、
嘆
か
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
び
っ
く
り
す
る
と
と
も

に
、
日
頃
の
成
果
が
出
た
と
心

の
中
で
〝
良
し
！
良
し
！
〞
と

思
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
学
生
に
は
園
長

先
生
か
ら
掃
除
が
上
手
に
で
き

た
と
褒
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、

こ
れ
か
ら
も
気
も
ち
よ
く
掃
除

が
で
き
る
と
い
い
ね
と
声
を
か

け
ま
し
た
。

本
校
は
、
毎
日
授
業
終
了
後
、

日
直
が
掃
除
を
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
掃
除

が
終
わ
れ
ば
、
教
員
が
確
認
を

し
一
覧
表
に
押
印
（
サ
イ
ン
）

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
私
た
ち
は
乳
幼
児
と
関
わ

る
職
に
就
き
ま
す
。
乳
幼
児
は
、

い
つ
口
に
物
を
入
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
常
に
ご
み
が
落
ち

て
い
な
い
よ
う
、
清
潔
に
し
て

お
く
こ
と
を
心
が
け
る
こ
と
を

指
導
し
て
い
ま
す
。

新
入
生
は
、
全
員
が
一
度
経

験
す
る
ま
で
教
員
が
一
緒
に
掃

除
を
し
ま
す
。
日
頃
は
な
か
な

か
学
生
一
人
ひ
と
り
と
話
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
短
い
時

間
で
す
が
、
掃
除
を
し
な
が
ら

学
生
と
話
が
で
き
る
の
は
、
日

頃
と
は
違
っ
た
学
生
の
一
面
が

見
ら
れ
、
教
員
に
と
っ
て
は
楽

し
い
時
間
で
す
。

日
々
の
学
び
と
努
力

も
ち
ろ
ん
、
褒
め
て
い
た
だ

く
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
実
習
ノ
ー
ト
を
書
く
に
あ

た
り
、
誤
字
脱
字
が
あ
る
と
ご

指
摘
を
い
た
だ
き
ま
す
。
最
近

は
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
用
す
る

こ
と
が
多
く
、
漢
字
を
自
ら
書

く
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
本
校
も
「
基
礎
教

養
講
座
」（
30
コ
マ
）
の
授
業
で

漢
字
検
定
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用

し
、
学
生
各
自
の
実
力
に
あ
っ

た
級
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
、
授

業
の
始
ま
る
10
分
間
を
使
い
、

全
員
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
漢
字

の
勉
強
を
行
い
ま
す
。

や
り
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
は

い
け
な
い
の
で
、
間
違
え
た
漢

字
を
５
回
ず
つ
必
ず
練
習
す
る

よ
う
に
は
し
て
い
ま
す
が
、
身

に
付
い
て
い
る
か
不
安
も
あ
り

ま
す
。
最
終
目
標
は
、
漢
字
検

定
を
受
検
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
検
定
日
が
定
期
試
験
や

実
習
中
等
で
合
わ
ず
受
検
者
が

少
な
い
の
が
悩
み
の
種
で
す
。

ま
た
、「
保
育
に
関
す
る
漢

字
」
と
名
付
け
、
保
育
に
よ
く

使
わ
れ
る
と
思
わ
れ
る
漢
字
を

教
員
が
選
び
、
プ
リ
ン
ト
に
し

て
配
付
し
練
習
を
し
ま
す
。
４

回
に
分
け
て
小
テ
ス
ト
を
行
い
、

合
格
で
き
る
ま
で
何
度
も
再
テ

ス
ト
を
し
て
い
ま
す
。
実
習

ノ
ー
ト
で
誤
字
脱
字
が
無
く
な

る
よ
う
、
学
生
た
ち
も
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
お
蔭
で
実
習
巡
回

の
折
、
保
育
所
の
所
長
先
生
か

ら
「『
保
育
に
関
す
る
漢
字
』
を

授
業
で
な
さ
っ
て
い
る
の
で
す

ね
」
と
、
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
学
生
が
話
し
た
よ

う
で
、
役
に
立
っ
た
の
か
な
と

思
い
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

日
々
の
努
力
が
実
を
結
ぶ
こ
と

を
学
生
た
ち
も
知
り
、
努
力
を

続
け
て
く
れ
る
こ
と
と
信
じ
て

い
ま
す
。

掃
除
を
は
じ
め
と
し
、
あ
い

さ
つ
の
仕
方
や
靴
の
脱
ぎ
方
な

ど
気
に
な
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ

た
く
さ
ん
あ
り
、
日
常
生
活
の

中
か
ら
学
び
習
慣
づ
け
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

で
き
て
当
た
り
前
と
思
っ
て

い
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と

驚
く
こ
と
も
時
々
あ
り
ま
す
が
、

学
生
一
人
ひ
と
り
が
気
付
き
身

に
付
け
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

実
習
ノ
ー
ト
は
宝
物

実
習
に
送
り
出
す
と
き
は
、

遅
刻
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
、
あ

い
さ
つ
は
大
き
な
声
で
で
き
る

だ
ろ
う
か
、
実
習
期
間
中
何
事

も
な
く
終
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

な
ど
、
心
配
事
ば
か
り
で
す
。

し
か
し
、
実
習
を
終
え
元
気

に
笑
顔
で
登
校
し
て
き
た
学
生

を
見
る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
実

習
先
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
貰
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
大
事
に

も
ち
帰
り
、
う
れ
し
そ
う
に
見

せ
て
く
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
実

習
か
ら
帰
っ
て
し
ば
ら
く
は
学

生
た
ち
が
報
告
に
来
る
の
で
、

教
務
室
が
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま

す
。実

習
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
や
、
苦
労
し
て
書
い
た

実
習
ノ
ー
ト
は
、
学
生
た
ち
に

と
っ
て
宝
物
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

今
、
学
生
た
ち
は
実
習
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
準
備
で

忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
実
習
で
ど
ん

な
失
敗
を
し
、
ど
ん
な
宝
物
を

得
て
帰
っ
て
く
る
の
か
楽
し
み

で
す
。
私
た
ち
教
員
は
、
ど
ん

な
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
け

る
の
か
、
ど
ん
な
お
叱
り
の
言

葉
を
い
た
だ
く
の
か
、
期
待
と

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

南海福祉専門学校 
児童福祉科 室谷 雅美

シリーズ●より良い保育士養成のために

実習先で学生が作成したトイレの壁面
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熊
本
な
ら
び
に
大
分
の
み

な
さ
ま
に
は
度
重
な
る
地
震

に
見
舞
わ
れ
、
人
的
・
物
的

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
、
我
慢

の
避
難
生
活
を
送
っ
て
お
ら

れ
る
方
に
、
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
知
り

合
い
の
保
育
園
で
は
人

的
被
害
は
な
い
よ
う
で

す
が
、
子
ど
も
の
受
入

れ
が
手
探
り
状
態
だ
そ

う
で
す
。

　
今
回
の
地
震
に
よ
っ
て
危

機
管
理
が
再
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
。
や
れ
非
常
食
だ
、
備

蓄
用
水
だ
、「
ま
だ
期
限
内
か

な
？
買
い
そ
ろ
え
な
け
れ

ば
！
」
な
ど
は
よ
く
考
え
て

み
る
と
、
無
事
に
避
難
で
き

て
か
ら
の
話
な
ん
で
す
よ
ね
。

ま
ず
は
身
の
安
全
。
誰
し
も

心
の
ど
こ
か
で
「
自
分
は
大

丈
夫
！
」
と
い
う
不
確
実
な

確
信
を
も
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
神
戸
の
震
災
後
、
当
地
の

保
育
関
係
者
と
話
し
た
時
に
、

「
ラ
イ
ト
と
笛
は
常
時
身
に

つ
け
て
い
る
。
何
故
な
ら
閉

じ
込
め
ら
れ
た
と
き
に
助
け

を
乞
う
た
め
だ
」
と
聞
き
、そ

う
言
え
ば
映
画
タ
イ
タ
ニ
ッ

ク
で
も
声
の
出
な
い
ロ
ー
ズ

が
船
員
の
笛
を
奪
っ
て
吹
き
、

助
け
ら
れ
る
シ
ー
ン
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
ミ
ニ
マ
グ
と

笛
は
常
時
携
行
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え

て
ナ
イ
フ
も
常
備
し
て
い
ま

す
。
サ
バ
イ
バ
ル
に
お
い
て

は
必
需
品
で
す
か
ら
ね
。

　
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
益

城
町
、
南
阿
蘇
村
に
は
昨
年

11
月
に
訪
れ
、
崩
れ
落
ち
た

阿
蘇
大
橋
も
毎
日
通
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
温
泉
宿
も
道
路
が

遮
断
さ
れ
て
い
て
、
宿
側
は

予
約
客
に
す
ら
連
絡
で
き
ず

に
い
ま
す
。
ま
た
、
南
阿
蘇

村
に
あ
る
Ｂ
級
観
光
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
落
ち
な
い
石
「
免

の
石
」（
崖
に
挟
ま
れ
空

中
に
浮
い
て
い
る
）
に

も
行
き
ま
し
た
が
、
今

回
の
地
震
で
落
ち
て
し

ま
い
、
数
少
な
い
観
光
資
源

を
失
っ
て
気
の
毒
に
思
い
ま

す
。

　
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う

と
と
も
に
、
支
援
も
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
い
ず
み
っ
こ
保
育
園
Ｆ・Ｈ
）

震
災
に
よ
る
危
機
管
理
の
再
認
識

一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て

北大阪
ブロック

会
で
は
菅
井
啓
之
氏
（
京
都
光

華
女
子
大
学
こ
ど
も
教
育
学
部

こ
ど
も
教
育
学
科
）
が
「
美
し

い
心
を
育
む
自
然
観
察
」「
散
歩

が
保
育
を
変
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。

　
教
科
書
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
進
む
中
で
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
が
い
か
に
大
切

か
。
人
間
の
命
の
根
源
は
自
然

で
あ
る
。
自
然
に
ふ
れ
る
こ
と

で
癒
さ
れ
、
世
界
へ
の
ま
な
ざ

し
を
い
か
に
広
げ
る
か
が
大
事
。

　
今
の
子
ど
も
は
、
自
分
の
小

さ
な
世
界
以
外
を
見
な
い
、
知

ろ
う
と
し
な
い
。
豊
か
な
世
界

に
豊
か
に
生
き
る
と
い
う
こ
と

は
周
り
に
あ
る
大
き
な
世
界
に

目
を
向
け
る
（
認
識
す
る
）
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
手
段
が
散
歩

で
あ
る
。
散
歩
を
通
し
て
自
然

か
ら
直
接
学
び
、
表
面
を
見
る

の
で
は
な
く
そ
の
奥
を
見
る
。

見
方
が
変
わ
る
と
価
値
が
変
わ

り
、
自
分
も
変
わ
っ
て
い
く
。

　
そ
の
た
め
に
は
保
育
者
自
身

が
散
歩
の
真
髄
を
わ
か
っ
て
い

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
自
然
と

の
一
体
感
を
感
じ
、
そ
の
浄
化

作
用
で
心
が
落
ち
着
い
た
状
態

で
あ
れ
ば
、
寛
容
性
（
大
ら
か

な
心
）
や
柔
軟
性
（
自
由
な
心
）

が
で
き
集
中
力
が
高
ま
る
。
散

歩
と
は
、
自
分
で
大
地
に
し
っ

か
り
と
立
て
る
子
を
育
て
る
こ

と
で
あ
る
と
、
ご
自
身
の
体
験

や
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
事
例
を

交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｙ
・
Ｔ
）

北
　
摂

一
番
大
事
な

根
底
を
育
て
る

　
５
月
10
日
、
千
里
阪
急
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
北
摂
ブ
ロ
ッ

ク
保
育
部
会
の
総
会
で
、
平
成

27
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
予
算

案
を
満
場
一
致
で
承
認
。
研
修

ブロック名 施設名 氏名
編集委員長 坂門ヶ原保育園 齊藤　和正
副編集委員長 玉川橋保育園 小島　雅一

北摂 稲荷学園 丹生　匡紀
おかまち保育園 得　　喜成

北大阪
四条保育園 岡本　あおい
くずは光の子保育園 柴田　弘子
ギンガ保育園 田中　達彦

河内

ゆう安中東こども園 重谷　重大
あい桂こども園 古賀　　寿
エンゼル保育園 吉田　　学
やまゆり保育園 吉岡　敏洋

南大阪
高屋保育学園 前田　直樹
大野台こども園 吉川　竜平
美加の台保育園 木村ムジカ由加里

堺
堺東保育園 志摩　拓郎
みどり幼児園 橘田　浩史
鳳西こども園 髙槻　良平

泉州
久保保育所 中塚　展朗
幸保育園 安部　かおり
ひねの保育園 神藤　吉伸

調査研究委員会 姫島南保育園 原　　正直

平
成
28
年
度
　
保
育
お
お
さ
か
編
集
委
員
　
名
簿

畑中大蔵

事
務
局
紹
介

平
成
28
年
度
よ
り
施
設
福

祉
部
保
育
部
会
事
務
局
担
当

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
畑

中
大だ
い
ぞ
う蔵
と
申
し
ま
す
。

府
社
協
に
就
職
し
、
11
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で

４
年
、
総
務
企
画
部
で
６
年

従
事
し
て
参
り
ま
し
た
。

家
に
帰
れ
ば
一
児
の
父
、

４
歳
の
娘
が
保
育
所
に
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
、
保
育
園

は
と
て
も
身
近
な
存
在
で
す
。

保
育
園
が
大
好
き
な
娘
は
、

毎
日
の
出
来
事
を
う
れ
し
そ

う
に
報
告
し
て
く
れ
ま
す
。

保
育
園
が
育
む
子
の
笑
顔
を

見
る
と
、
親
と
し
て
日
々
感

謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

施
設
の
た
め
に
、
職
員
の

方
々
の
た
め
に
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
。
全
身
全
霊
を

傾
け
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。


